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１. 概要 
 

ZEN0316P は最大カウント応答速度２２．５Ｍｃｐｓ（内蔵システムクロック２分周パルス使用時）の１６ビットアップカウンタを５

チャンネル内蔵した同期式カウンタＩＣです。カウント値を安定して読み取るためにラッチレジスタを装備しており、ラッチレジス

タへのカウント値のラッチ方式にはデータ（最下位Ｂｙｔｅ）読み出しによる自動ラッチと外部信号によるラッチの２つがあります。

カウントパルス入力は外部パルス入力（５系統）、システムクロック２分周パルス及び下位チャンネルのキャリー出力のいずれか

から選択可能です。カウントパルスを下位チャンネルのキャリーに設定することによりカウント長を拡張することが可能です（最

大８０ビット）。 
また、ＣＰＵ等他のデバイスを駆動するためのシステムクロック２分周出力を備えています。本クロック分周信号はレジスタ設

定により内部でカウントパルスとして使用することもできます。なお、本出力はマスターリセットがアサートされても分周動作を継

続します。 
 

２. 特徴 
 

○１６ビット５ｃｈアップ・カウンタ 
○最大カウンタ応答速度 ： 外部入力パルス時 － ２０Ｍｃｐｓ（システムクロックｆｏ＝４５ＭＨｚ時） 

内部分周パルス時 － ２２．５Ｍｃｐｓ（システムクロックｆｏ＝４５ＭＨｚ時） 
○カウントパルス周波数 ： 外部入力パルス時 － ＤＣ ～２０ＭＨｚ（ｆｏ ｘ １／２ 以内） 
○カウンタ値一括ラッチ機能 ： 外部ラッチまたはＣＰＵ リード自動ラッチ（ｃｈ毎個別設定可） 
○カウンタ長拡張機能 : 最大 ８０ビット 
○カウントパルスプリスケール機能 ： １／１ ～ １／１２８（ｃｈ毎個別設定可） 
○システムクロック２分周出力装備 
○ＤＩＰ（６００ｍｉｌ）３２ピンパッケージ 
○電源電圧 ５Ｖ 単一 
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図 1．端子配置図（Ｔｏｐ Ｖｉｅｗ） 
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３. システムブロック構成 
 

ＣＰＵバス  
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図 2．ブロック図 
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４. 端子一覧 
 

４.１. 機能信号 

 
表 1．機能信号端子一覧表 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 
２１ 
２２ 
１１ 
１０ 

ＡＤ［３］ 
ＡＤ［２］ 
ＡＤ［１］ 
ＡＤ［０］ 

Ａｄｄｒｅｓｓ Ｂｕｓ ＩＮ カウンタ及び内部レジスタを選択します。 

１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
１５ 
１４ 
１３ 
１２ 

Ｄ［７］ 
Ｄ［６］ 
Ｄ［５］ 
Ｄ［４］ 
Ｄ［３］ 
Ｄ［２］ 
Ｄ［１］ 
Ｄ［０］ 

Ｄａｔａ Ｂｕｓ ＩＮＯＵＴ 双方向データバスです。 

１ ＣＳＢ Ｃｈｉｐ Ｓｅｌｅｃｔ ＩＮ デバイス選択のためのチップセレクト端子です。 
３ ＲＤＢ Ｒｅａｄ Ｓｔｒｏｂｅ ＩＮ データを読み出すためのストローブ端子です。 
２ ＷＲＢ Ｗｒｉｔｅ Ｓｔｒｏｂｅ ＩＮ データを書き込むためのストローブ端子です。 
８ ＣＰ４ Ｃｏｕｎｔ Ｐｕｌｓｅ ＩＮ カウントパルス入力です。 
７ ＣＰ３ Ｃｏｕｎｔ Ｐｕｌｓｅ ＩＮ カウントパルス入力です。 
６ ＣＰ２ Ｃｏｕｎｔ Ｐｕｌｓｅ ＩＮ カウントパルス入力です。 
５ ＣＰ１ Ｃｏｕｎｔ Ｐｕｌｓｅ ＩＮ カウントパルス入力です。 
４ ＣＰ０ Ｃｏｕｎｔ Ｐｕｌｓｅ ＩＮ カウントパルス入力です。 
２８ ＬＴＢ４ Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｌａｔｃｈ ＩＮ 外部ラッチ入力（Ｃｈ．４用）です。 
２９ ＬＴＢ３ Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｌａｔｃｈ ＩＮ 外部ラッチ入力（Ｃｈ．３用）です。 
３０ ＬＴＢ２ Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｌａｔｃｈ ＩＮ 外部ラッチ入力（Ｃｈ．２用）です。 
３１ ＬＴＢ１ Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｌａｔｃｈ ＩＮ 外部ラッチ入力（Ｃｈ．１用）です。 
３２ ＬＴＢ０ Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｌａｔｃｈ ＩＮ 外部ラッチ入力（Ｃｈ．０用）です。 
２５ ＣＬＫ Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｌｏｃｋ ＩＮ システムクロック入力です。 
２４ ＣＬＫ２Ｏ Ｃｌｏｃｋ Ｏｕｔ ＯＵＴ システムクロックを２分周したクロック出力です。 
２７ ＲＥＳＥＴＢ Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅｓｅｔ ＩＮ リセット入力です。 

 

４.２. 電源・グランド端子 

 
表 2．電源・グランド端子一覧表 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 
９ 
２６ ＶＤＤ ＶＤＤ － ５Ｖ電源端子です。 

１６ 
２３ ＧＮＤ Ｇｒｏｕｎｄ － グランド端子です。 
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５. 機能 
 

５.１. カウンタ 

 
５.１.１. カウント方式 
 

カウントパルスの立ち上がりをシステムクロックで検出しアップカウントします。 
 
５.１.２. 外部カウントパルス入力周波数 
 

最高２０ＭＨｚ（システムクロック４５ＭＨｚ供給時）です。詳細は７．４交流特性の項目を参照してください。 
 
５.１.３. 入力パルス選択 
 

コントロールレジスタにより、外部パルス入力（５系統）、システムクロック２分周パルス及び下位チャンネルのキャリー出力の

いずれかから選択可能です。下位チャンネルのキャリー出力を選択するとカウント長を拡張することができます（最大８０ビッ

ト）。 
 
５.１.４. プリスケール機能 
 

カウントパルスを１／１～１／１２８にプリスケールする機能（８段階）を有しています。 
 
５.１.５. カウント値ロード機能 
 

カウンタに値をロードすることが可能です。ただし、１６ビット一括ではロードできません。上位下位それぞれ８ビットごとのロー

ドになります。 
 
５.１.６. カウンタ動作／禁止 
 

各チャンネルごとにカウンタの動作／禁止を切り替えることができます。ただし、カウンタのビット幅を拡張している場合は最

下位チャンネルの設定に従います。 
 

５.２. カウントラッチ 

 
５.２.１. ラッチ方式 
 

カウンタの値をレジスタにラッチする方式を次の２つから選択可能です。 
 
５.２.１.１. カウンタ読み出し自動ラッチ 
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カウンタの下位Ｂｙｔｅを指定して値を読み出すと、そのときの１６ビットのカウンタ値全体をラッチレジスタにラッチします。カウ

ンタのビット幅を拡張している場合は最下位Ｂｙｔｅを読み出すとカウント値全体がラッチされます。 
 
５.２.１.２. 外部ラッチ 
 

外部ラッチ信号の立下りをシステムクロックで検出し、カウンタ値をラッチレジスタにラッチします。カウントパルスの設定に関

わらず、チャンネルと同じ番号の外部ラッチ信号が有効になります（ｃｈ．ｎ＝ＬＴＢｎ）。なお、カウンタのビット幅を拡張している

場合は最下位チャンネルの外部ラッチ入力のみが有効になります。 
 

５.３. 分周クロック出力 

 
システムクロックを２分周したクロック出力を備えています。本出力はＣＰＵの駆動等に利用できるようマスターリセットがア

サートされてもリセットされず信号出力を継続します。 
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６. レジスタ 
 

ZEN0316Pの内部レジスタへのアクセスは外部端子ＣＳＢ、ＲＤＢ、ＷＲＢ、ＡＤ［３：０］、Ｄ［７：０］で行います。 
 

６.１. アドレスマッピング 

 
表３にZEN0316Pのアドレスマッピングを示します。各レジスタの詳細は６．２節以降を参照してください。 

 
表 3．アドレスマッピング 

ＣＳＢ ＲＤＢ ＷＲＢ ＡＤ３ ＡＤ２ ＡＤ１ ＡＤ０ 動作（Ｄ［７：０］） 
１ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ディスエーブル（データバス：Ｈｉ－Ｚ） 
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．０）下位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ ０ ０ １ カウンタ（ｃｈ．０）上位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ ０ １ ０ カウンタ（ｃｈ．１）下位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ ０ １ １ カウンタ（ｃｈ．１）上位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ １ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．２）下位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ １ ０ １ カウンタ（ｃｈ．２）上位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ １ １ ０ カウンタ（ｃｈ．３）下位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ ０ １ １ １ カウンタ（ｃｈ．３）上位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ １ ０ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．４）下位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ １ ０ ０ １ カウンタ（ｃｈ．４）上位Ｂｙｔｅ読み出し 
０ ０ １ １ ０ １ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．０）読み出し 
０ ０ １ １ ０ １ １ コントロールレジスタ（ｃｈ．１）読み出し 
０ ０ １ １ １ ０ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．２）読み出し 
０ ０ １ １ １ ０ １ コントロールレジスタ（ｃｈ．３）読み出し 
０ ０ １ １ １ １ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．４）読み出し 
０ ０ １ １ １ １ １ ラッチ設定レジスタ読み出し 
０ １ ０ ０ ０ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．０）下位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ ０ ０ １ カウンタ（ｃｈ．０）上位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ ０ １ ０ カウンタ（ｃｈ．１）下位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ ０ １ １ カウンタ（ｃｈ．１）上位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ １ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．２）下位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ １ ０ １ カウンタ（ｃｈ．２）上位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ １ １ ０ カウンタ（ｃｈ．３）下位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ ０ １ １ １ カウンタ（ｃｈ．３）上位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ １ ０ ０ ０ カウンタ（ｃｈ．４）下位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ １ ０ ０ １ カウンタ（ｃｈ．４）上位Ｂｙｔｅ書き込み 
０ １ ０ １ ０ １ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．０）書き込み 
０ １ ０ １ ０ １ １ コントロールレジスタ（ｃｈ．１）書き込み 
０ １ ０ １ １ ０ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．２）書き込み 
０ １ ０ １ １ ０ １ コントロールレジスタ（ｃｈ．３）書き込み 
０ １ ０ １ １ １ ０ コントロールレジスタ（ｃｈ．４）書き込み 
０ １ ０ １ １ １ １ ラッチ設定レジスタ書き込み 
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６.２. コントロールレジスタ０～４ 

 
コントロールレジスタは各チャンネルごとに存在し、プリスケーラの分周比、カウントパルス入力選択及びカウント動作／禁止

切り替えの各項目を設定します。外部パルス入力については全チャンネルともＣＰ０～４の５本のうちから選択可能です。他

チャンネルのキャリーをカウントパルスに設定する場合は、自分より下位のチャンネルのみ選択可能です。詳細は下表を参照

してください。 
 
表 4．コントロールレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ

７ カウントイネーブル “１”でカウント動作を有効にします。 ０ ○ ○

６：３ カウントパルス選択 

次のテーブルにしたがって、カウントパルスを選択

します。他チャンネルキャリーについてはチャンネ

ルによって選択肢に制限があります。［］内はその設

定値が有効なチャンネルを示します。 
 
００００ ： ＣＰ０［Ｃｈ．０－４］ 
０００１ ： ＣＰ１［Ｃｈ．０－４］ 
００１０ ： ＣＰ２［Ｃｈ．０－４］ 
００１１ ： ＣＰ３［Ｃｈ．０－４］ 
０１００ ： ＣＰ４［Ｃｈ．０－４］ 
０１０１ ： システムクロック分周パルス［Ｃｈ．０－４］ 
０１１０～０１１１ ： 予約 
１０００ ： Ｃｈ．０キャリー出力［Ｃｈ．１－４］ 
１００１ ： Ｃｈ．１キャリー出力［Ｃｈ．２－４］ 
１０１０ ： Ｃｈ．２キャリー出力［Ｃｈ．３－４］ 
１０１１ ： Ｃｈ．３キャリー出力［Ｃｈ．４］ 
１１００～１１１１ ： 予約 
 

００００ ○ ○

２：０ プリスケーラ 

次のテーブルにしたがって、カウントパルスをプリス

ケールします。複数チャンネルのカウンタが接続さ

れている場合、本プリスケール設定は最下位となっ

ているチャンネルにおいてのみ有効です。 
 
０００ ： １／１ 
００１ ： １／２ 
０１０ ： １／４ 
０１１ ： １／８ 
１００ ： １／１６ 
１０１ ： １／３２ 
１１０ ： １／６４ 
１１１ ： １／１２８ 
 

０００ ○ ○
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６.３. ラッチ設定レジスタ 

 
各チャンネルのラッチ動作を設定します。初期値はカウンタ読み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチです。カウントパルスを下位

チャンネルのキャリーに設定している場合は最下位チャンネルの設定に従います。また、外部信号ラッチに設定している場合

は、チャンネルと同じ番号の外部ラッチ信号が有効になります（ｃｈ．ｎ＝ＬＴＢｎ）。表６、表７及び表８の例を参照してください。 
 
表 5．ラッチ設定レジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ

７：５ 予約  ０００ ○ ×

４ ラッチ設定（ｃｈ．４） 
ｃｈ．４のラッチ動作を設定します。“０”でカウンタ読

み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチ、“１”で外部信号ラッ

チ（ＬＴＢ４）になります。 
０ ○ ○

３ ラッチ設定（ｃｈ．３） 
ｃｈ．３のラッチ動作を設定します。“０”でカウンタ読

み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチ、“１”で外部信号ラッ

チ（ＬＴＢ３）になります。 
０ ○ ○

２ ラッチ設定（ｃｈ．２） 
ｃｈ．２のラッチ動作を設定します。“０”でカウンタ読

み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチ、“１”で外部信号ラッ

チ（ＬＴＢ２）になります。 
０ ○ ○

１ ラッチ設定（ｃｈ．１） 
ｃｈ．１のラッチ動作を設定します。“０”でカウンタ読

み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチ、“１”で外部信号ラッ

チ（ＬＴＢ１）になります。 
０ ○ ○

０ ラッチ設定（ｃｈ．０） 
ｃｈ．０のラッチ動作を設定します。“０”でカウンタ読

み出し（下位Ｂｙｔｅ）自動ラッチ、“１”で外部信号ラッ

チ（ＬＴＢ０）になります。 
０ ○ ○

 
表 6．設定例（その１）［チャンネル接続 ： ４－１－０／３－２］ 

ｃｈ． カウントパルス入力 
設定 

有効カウントパルス 
入力 

ラッチ入力 
設定 

有効ラッチ 
入力 

ｃｈ．４ ｃｈ．１キャリー ＣＰ２ 外部ラッチ ＬＴＢ０ 
ｃｈ．３ ｃｈ．２キャリー ＣＰ４ 自動ラッチ ｃｈ．２下位Ｂｙｔｅ読出し 
ｃｈ．２ ＣＰ４ ＣＰ４ 自動ラッチ ｃｈ．２下位Ｂｙｔｅ読出し 
ｃｈ．１ ｃｈ．０キャリー ＣＰ２ 外部ラッチ ＬＴＢ０ 
ｃｈ．０ ＣＰ２ ＣＰ２ 外部ラッチ ＬＴＢ０ 

 
表 7．設定例（その２）［チャンネル接続 ： ４－２／３／２／１－０］ 

ｃｈ． カウントパルス入力 
設定 

有効カウントパルス 
入力 

ラッチ入力 
設定 

有効ラッチ 
入力 

ｃｈ．４ ｃｈ．２キャリー ＣＰ１ 自動ラッチ（無効） ＬＴＢ２ 
ｃｈ．３ ＣＰ１ ＣＰ１ 自動ラッチ ｃｈ．３下位Ｂｙｔｅ読出し 
ｃｈ．２ ＣＰ１ ＣＰ１ 外部ラッチ ＬＴＢ２ 
ｃｈ．１ ｃｈ．０キャリー ＣＰ２ 外部ラッチ（無効） ｃｈ．０下位Ｂｙｔｅ読出し 
ｃｈ．０ ＣＰ２ ＣＰ２ 自動ラッチ ｃｈ．０下位Ｂｙｔｅ読出し 
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表 8．設定例（その３）［チャンネル接続 ： ４－２／３／１／０］ 

ｃｈ． カウントパルス入力 
設定 

有効カウントパルス 
入力 

ラッチ入力 
設定 

有効ラッチ 
入力 

ｃｈ．４ ｃｈ．２キャリー １／２システムクロック 外部ラッチ ＬＴＢ２ 
ｃｈ．３ １／２システムクロック １／２システムクロック 自動ラッチ ｃｈ．３下位Ｂｙｔｅ読出し 
ｃｈ．２ １／２システムクロック １／２システムクロック 外部ラッチ ＬＴＢ２ 
ｃｈ．１ １／２システムクロック １／２システムクロック 外部ラッチ ＬＴＢ１ 
ｃｈ．０ ＣＰ４ ＣＰ４ 外部ラッチ ＬＴＢ０ 
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７. 電気的特性 
 

７.１. 絶対最大定格 

 
表９．絶対最大定格（ＶＳＳ＝０Ｖ） 

項目 記号 定格値 単位 
電源電圧 ＶＤＤ －０．５ ～ ＋６．５ Ｖ 
入力電圧 ＶＩＮ －０．５ ～ ＶＤＤ ＋０．５ Ｖ 
出力電圧 ＶＯＵＴ －０．５ ～ ＶＤＤ ＋０．５ Ｖ 
入力電流 ＩＩＮ －１０ ～ ＋１０ ｍＡ 
出力電流 ＩＯＵＴ －２０ ～ ＋２０ ｍＡ 
保存温度 Ｔｓｔｇ －６５ ～ ＋１５０ ℃ 

 

７.２. 推奨動作条件 

 
表１０．推奨動作条件 

項目 記号 最小値 標準値 最大値 単位 
電源電圧 ＶＤＤ ４．５ ５．０ ５．５ Ｖ 
周囲温度 Ｔｏｐｒ －４０  ＋７０ ℃ 

 

７.３. 直流特性 

 
表１１．直流特性※１（ＶＤＤ＝４．５～５．５Ｖ、ＶＳＳ＝０Ｖ、Ｔｏｐｒ＝－４０～＋７０℃） 

項目 記号 条件 最小値 最大値 単位 
高レベル入力電圧 ＶＩＨ  ２．０ ＶＤＤ＋０．５ Ｖ 
低レベル入力電圧 ＶＩＬ  －０．５ ０．８ Ｖ 
高レベル入力電流 ＩＩＨ ＶＩＨ＝ＶＤＤ  １００ μＡ 
低レベル入力電流 ＩＩＬ ＶＩＬ＝ＶＳＳ －１００  μＡ 

ＩＯＨ＝－４ｍＡ ３．７  
高レベル出力電圧 ＶＯＨ 

ＩＯＨ＝－１００μＡ ＶＤＤ－０．２  
Ｖ 

ＩＯＬ＝４ｍＡ  ０．４ 
低レベル出力電圧 ＶＯＬ 

ＩＯＬ＝１００μＡ  ０．２ 
Ｖ 

動作時消費電流※２ ＩＤＤＯ ＣＬＫ＝１ＭＨｚ  １．３ ｍＡ 
※１ ＩＯＨは高レベル出力電流、ＩＯＬは低レベル出力電流を示します。 
※２ 動作時消費電流はＣＬＫの周波数にほぼ比例します。 
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７.４. 交流特性 

 
表１２．交流特性 

項目 記号 最小値 標準値 最大値 単位 
ＡＤ［３：０］セットアップ時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｓｗａ ２２   ｎｓ 
ＣＳＢセットアップ時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｓｗｃ ２２   ｎｓ 
Ｄ［７：０］セットアップ時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｓｗｄ ２２   ｎｓ 
ＡＤ［３：０］ホールド時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｈｗａ ５   ｎｓ 
ＣＳＢホールド時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｈｗｃ ５   ｎｓ 
Ｄ［７：０］ホールド時間（ｔｏ ＷＲＢ↑） Ｔｈｗｄ １０   ｎｓ 
ＷＲＢローパルス幅 Ｔｗｗｒ Ｔｃ×１   ｎｓ 
ＷＲＢリカバリー時間 Ｔｒｃｗ Ｔｃ×４   ｎｓ 
ＡＤ［３：０］セットアップ時間（ｔｏ ＲＤＢ↓） Ｔｓｒａ １５   ｎｓ 
ＣＳＢセットアップ時間（ｔｏ ＲＤＢ↓） Ｔｓｒｃ －（Ｔｃ×１－２０）   ｎｓ 
ＡＤ［３：０］ホールド時間（ｔｏ ＲＤＢ↑） Ｔｈｒａ ０   ｎｓ 
ＣＳＢホールド時間（ｔｏ ＲＤＢ↑） Ｔｈｒｃ ０   ｎｓ 
ＲＤＢローパルス幅 Ｔｗｒｄ Ｔｃ×３   ｎｓ 
Ｄ［７：０］出力遅延時間（ｆｒｏｍ ＲＤＢ↓） Ｔｄｉｒ   ２５ ｎｓ 
Ｄ［７：０］出力遅延時間（ｆｒｏｍ ＣＳＢ↓） Ｔｄｉｃ   ２５ ｎｓ 
Ｄ［７：０］有効データアクセス時間（ｆｒｏｍ ＲＤＢ↓） Ｔｄｖｒ   Ｔｃ×２＋２０ ｎｓ 
Ｄ［７：０］データフロート時間（ｆｒｏｍ ＲＤＢ↑） Ｔｄｆｒ １  ３０ ｎｓ 
Ｄ［７：０］データフロート時間（ｆｒｏｍ ＣＳＢ↑） Ｔｄｆｃ １  ３０ ｎｓ 
ＲＤＢリカバリー時間 Ｔｒｃｒ Ｔｃ×２   ｎｓ 
ＣＰ４－０ハイパルス幅 Ｔｃｐｈ Ｔｃ×１＋３   ｎｓ 
ＣＰ４－０ローパルス幅 Ｔｃｐｌ Ｔｃ×１＋３   ｎｓ 
ＣＰ４－０サイクル時間 Ｔｃｐ Ｔｃ×２＋６   ｎｓ 
ＬＴＢ４－０ローパルス幅 Ｔｌｔｌ ２０   ｎｓ 
ＲＥＳＥＴＢローパルス幅 Ｔｒｓｌ Ｔｃ×２   ｎｓ 
ＲＥＳＥＴＢリカバリー時間※３ Ｔｒｃｒｓ Ｔｃ×２   ｎｓ 
ＣＬＫ２Ｏ出力遅延時間 Ｔｄｃｏ   ２０ ｎｓ 
ＣＬＫ２Ｏサイクル時間 Ｔｃｏ  Ｔｃ×２  ｎｓ 
ＣＬＫサイクル時間 Ｔｃ ２２   ｎｓ 
ＣＬＫハイパルス幅 Ｔｃｈ １１   ｎｓ 
ＣＬＫローパルス幅 Ｔｃｌ １１   ｎｓ 

※３ リセット後のＺＥＮ０３１６Ｐに対する動作禁止時間。 
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７.５. タイミングダイアグラム 

 
７.５.１. ライトサイクル 
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図 3．ライトサイクル 

 
７.５.２. リードサイクル 
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図 4．リードサイクル 
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７.５.３. 外部カウントパルス入力 
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図 5．外部カウントパルス入力 

 
７.５.４. 外部ラッチ入力 
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図 6．外部ラッチ入力 

 
７.５.５. リセット入力 
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図 7．リセット入力 
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７.５.６. 分周クロック出力 
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図 8．分周クロック出力 
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８. パッケージ形状 
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図 9．外形寸法図 
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９. 備考 
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１０. 改訂履歴 
 

バージョン 日付 内容 
１．０ ２００３／０８／２１ 初版発行 
１．５ ２００３／０９／０３ ＡＣタイミング変更 
１．６ ２００４／０３／２３ ＩＤＤＯ追加 
１．７ ２００４／０４／２１ テスト関係の記述削除 
１．８ ２００４／０５／１８ ＩＩＨ及びＩＩＬ修正 
１．９ ２００４／０８／３１ 概要を一部修正 
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ご注意 
 
 
（１）本製品および本資料は株式会社ジーニックの著作物です。 
（１）したがって、本資料の全部または一部を無断で複製、転載することはご遠慮ください。 
 
（２）本製品及び本資料の内容は性能向上のために、予告なく変更する場合があります。 
（２）ご使用に際しては、最新の資料をご請求願います。 
 
（３）本資料に記載されております内容は工業所有権、その他の権利の実施に対する保証または実施権の許諾を 
（３）行うものではありません。 
 
（４）本資料に記載されております応用回路例は基本的な使用方法を示したものであり、 
（４）回路の動作を保証するものではありません。 
 
（５）本製品の具体的な運用の結果、他への影響につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。 
 
（６）本製品は一般的な電子機器（電算機、計測機器、産業用ロボット、位置決め制御装置 ｅｔｃ．）に 
（６）使用されることを前提にしております。したがって、人命に関わる輸送機器、医療機器、航空・宇宙、 
（６）原子力関係機器などには使用しないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社 ジーニック 
 

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｚｅｎｉｃ．ｃｏ．ｊｐ/ ／ E-mailｌ support@zenic.co.jp 
〒５２０－０８０１ 滋賀県大津市におの浜４－７－５ オプテックスビル８Ｆ 

ＴＥＬ：０７７－５２６－２１０１ ／ ＦＡＸ：０７７－５２６－０５００ 
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